
全日本病院協会雑誌第 32 巻 1 号投稿規約 別紙 図表の作成について 
 

本誌へのご投稿に際しまして、図表の不備により再審査となることが多々ございます。

投稿前に、使用される図表につきまして今一度下記ご確認くださいますようお願いを申

し上げます。 

１．投稿形式について 

本誌では編集の都合上、図表について PPT 形式（パワーポイント）でのご投稿をお願

いしております。JPEG、PDF 等に図表についても、パワーポイントスライドに貼り直し

てご投稿ください。図の題名につきましては、投稿フォーマットの当該欄へご記載くだ

さい。 

２．図表の説明位置の指定について 

図表を挿入されます場合、本文中に図表に対応する文章の位置を必ずご指定下さい。  

≪例文≫未実施群 10.5 点と比較し、実施群は 15.7 点と有意に増加した（ｐ＜ 0.05）（図 1）。  

３．スライドの転用について 

図表につきまして下記の留意点をご確認の上ご投稿ください。  

【留意点】 

①スライドに説明文が入っている場合、説明は論文の中にご記載下さい。本文と図中の

説明が重複しないようご留意下さい。  

②本誌はカラー印刷ではございません。モノクロ印刷に対応するよう、投稿時にご修正

ください。 

③図の背景に病院名等記載がある場合ございますが、論文に使用する図表に背景は不要

です。削除のうえご提出ください。  

④人物の写真等を使用される場合、プライバシーへのご配慮をお願い致します。  

⑤ご送付いただいた写真等が不鮮明な場合、再提出をお願いすることがございます。  

≪参考図：スライドの修正について≫  

※下図スライド 1 のような図の場合、スライド 2 のようにご修正ください  
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[修正点① ] 

図表の説明、解説は本文

に記載  

[修正点② ] 

引用元は図の題名に脚注

をつけ、参考文献に記載  

図１  経済的視点から見た難病医療の実態 ( 1  

[修正点④ ] 

白黒印刷に合わせ、図

をパターンで作成  

[修正点③ ] 

スライド背景の削除  


